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「
そ
う
す
る
と
答
え
は
、
ト
レ
セ
ン
ト
ス
ト
リ

エ
ン
タ
ク
ワ
ト
ロ
。
言
っ
て
み
て
」

一
字
一
字
、
数
字
を
指
さ
し
な
が
ら
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
で
読
み
上
げ
る
先
生
。
そ
れ
に
続
く
児

童
。

「
…
…
ト
レ
セ
ン
ト
ス
ト
リ
エ
ン
タ
ク
ワ
ト
ロ
」

「
サ
ン
ビ
ャ
ク
サ
ン
ジ
ュ
ウ
ヨ
ン
」

「
…
…
サ
ン
ビ
ャ
ク
サ
ン
ジ
ュ
ウ
ヨ
ン
！
」

「
で
き
た
ね
！
　
次
も
や
っ
て
み
よ
う
か
」

額
と
額
を
く
っ
つ
け
る
よ
う
に
し
て
、
問
題

を
解
い
て
い
く
。
そ
の
隣
で
は
漢
字
の
練
習
に

取
り
組
む
子
ど
も
。
絵
日
記
を
書
い
て
い
る
子

や
、
絵
の
具
を
手
に
ポ
ス
タ
ー
を
仕
上
げ
て
い

る
子
も
い
る
。
県
名
カ
ル
タ
に
挑
戦
す
る
グ
ル

ー
プ
は
な
か
な
か
に
ぎ
や
か
だ
。

岩
西
小
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
夏
休
み
前

半
の
７
月
24
日
か
ら
30
日
ま
で
と
、
後
半
の
８

月
27
日
か
ら
29
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
。
外
国
人

児
童
は
夏
休
み
の
宿
題
を
持
ち
寄
り
、
午
前
９

時
か
ら
２
時
間
、
低
・
中
・
高
学
年
に
分
か
れ

て
そ
れ
ぞ
れ
支
援
を
受
け
る
。
完
全
に
自
由
参

加
だ
。

児
童
数
５
５
５
名
の
う
ち
、
外
国
人
児
童
は

74
名
。
そ
の
半
数
以
上
が
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に

日
々
通
う
。
岩
西
小
の
国
際
担
当
教
員
は
４

名
＋
通
訳
・
教
育
相
談
員
２
名
だ
が
、
全
員
が

そ
ろ
わ
な
い
日
も
あ
り
、
個
別
指
導
と
な
る
と

手
が
回
ら
な
い
こ
と
も
多
々
あ
る
。
そ
れ
を
支

え
る
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
だ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
近
隣
の
主
婦
や
学
生
が
中

心
で
、
語
学
や
教
育
の
専
門
家
で
は
な
い
。「
教

え
る
の
は
難
し
い
」
と
声
を
そ
ろ
え
る
彼
ら
だ

が
、
そ
の
支
援
は
あ
た
た
か
く
丁
寧
で
、
何
よ

り
忍
耐
力
が
あ
る
。
理
解
を
せ
か
さ
ず
、
じ
っ

く
り
「
待
つ
」
姿
に
、
子
ど
も
た
ち
も
落
ち
着

い
て
学
ぶ
時
間
を
持
て
る
よ
う
だ
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
は
豊
橋
市
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集
や
派
遣
を
取
り
ま
と
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
分
、
先
生
方
に
も
余
裕
が
生
ま
れ
、

一
人
ひ
と
り
の
児
童
に
手
を
か
け
ら
れ
る
。

「
先
生
！
　
の
ど
か
わ
い
た
ー
。
水
や
り
た
い

ー
！
」

「
水
や
り
た
い
、
で
は
な
く
て
、
水
飲
み
た
い
、

と
言
う
ん
だ
よ
」

「
水
飲
み
た
い
ー
！
」

「
水
を
飲
む
の
は
休
み
時
間
に
ね
。
あ
と
５
分

が
ん
ば
ろ
う
」

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
た
。
み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
の

こ
と
を
し
て
い
て
も
、
一
斉
に
起
立
、
礼
を
し

て
ス
ク
ー
ル
を
終
え
る
。

「
外
国
人
の
子
ど
も
た
ち
に
も
、
夏
休
み
期
間

に
何
か
を
作
り
上
げ
る
充
実
感
と
、
作
品
展
を

飾
る
喜
び
を
味
わ
っ
て
ほ
し
く
て
」

取
材：

細
江
智
子
・
西
尾
真
澄
／
撮
影：

西
尾
鞜
郎

近
隣
に
建
つ
工
場
な
ど
の
影
響
で
、

増
加
の
一
途
を
た
ど
る
外
国
人
児
童
。

編
入
学
し
て
く
る
子
も
、ま
た
そ
の
保
護
者
も
、

日
本
語
の
理
解
に
は
遠
い
位
置
に
い
る
。

求
め
ら
れ
る
の
は
学
習
に
お
け
る
支
援
と

日
常
生
活
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

ブ
ラ
ジ
ル
人
児
童
を
多
く
抱
え
る

岩
西
小
を
取
材
し
た
。

保
護
者
も
地
域
も
巻
き
込
ん
で

外
国
人
児
童

支
援
の
か
た
ち

豊橋市の東南部に位置する岩西小。市

内では、多米小・岩田小に次いで外国

人児童が多い。そうした児童の実態をふ

まえ、家庭や通学区域の現状と将来の

展望に立ち、知・徳・体の調和が取れ

た、たくましく生きる児童の育成を目指し

ている。児童数555名、寺部守彦（てら

べ・もりひこ）校長。

愛知県豊
とよ

橋
はし

市
し

立
りつ

岩
いわ

西
にし

小学校
〒440-0841
愛知県豊橋市西口町字西ノ口
25番地の4
TEL:0532-61-2557
http://www.iwanishi-e.toyohashi.ed.jp/

学校の紹介

午
前
中
の
2
時
間
で

自
由
課
題
に
取
り
組
む

学
校
と
地
域
と
外
国
人

つ
な
げ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
護
者
の
意
識
を
高
め

児
童
の
意
欲
を
高
め
る

愛
知
県
豊
橋
市
立
岩
西
小
学
校

鈴
すず

木
き

敏
とし

子
こ

先生

国際主任。国際学級低学年担
任。外国人児童の増加に伴い、
真の国際化へ向けて、学校ぐ
るみ、地域ぐるみの支援のかた
ちを作り上げてきた。

先生の紹介

高
たか

橋
はし

ビッキー先生

外国人児童生徒教育相談員・
通訳。ブラジルの文化・生活
を知る立場で、児童を的確に
フォローする。児童からも先生
方からも頼られる存在。

先生の紹介

エリエーネ テオドロ
ドス サントス先生

ブラジル南部、パラナ州の市立
学校教員。日本の教育の理解
を主な目的とし、5月に来日、
6月から岩西小で研修中。11
月中旬には帰国予定。

先生の紹介

寺
てら

部
べ

守
もり

彦
ひこ

校長先生

国際化の進展に対応し、共に
生きていくための資質や能力の
向上を掲げ、学校経営を実践
している。

先生の紹介

ボランティアの協力で、一人ひとりに手がかけられる。「初日は恥ずかしがっていた子
どもが、声をかけてくれるようになってうれしいです」とはボランティアの学生さんの
声。外国人をもっとよく知りたい、仲良くなりたいとボランティアに応募する人も。
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文科省の平成19年度調査によると、公立学校
に在籍している外国人児童生徒約7万人のう
ち、日本語指導を必要とする者は25,411人
（平成18年度22,413人／対前年度13.4％
増）。学校種別では、小学校が18,142人（対
前年度13 . 8％増）、中学校5,978人（同
14.0％増）、高等学校1,182人（同4.8％増）と
なっている。都道府県別に見ると、愛知県が最
も多く、次いで静岡県、神奈川県、東京都、三
重県の順。母語別では、ポルトガル語10,206
人、中国語5,051人、スペイン語3,484人とな
っており、この3言語で全体の7割以上を占め
ている。また、日本語指導が必要な外国人児
童生徒が在籍する公立学校数は5,877校で、
前年度5,475校より7.3％増となっている。

文部科学省「日本語指導が必要な外国人児童生徒の
受入れ状況等に関する調査（平成19年度）」より
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そ
う
語
る
の
は
国
際
主
任
の
鈴
木
先
生
。
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
開
校
前
は
「
夏
休
み
に
宿
題
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
意
識
が
な
い

子
ど
も
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

「
４
年
前
に
始
め
た
当
初
は
、
参
加
す
る
子
ど

も
が
一
ケ
タ
だ
っ
た
日
も
あ
り
ま
し
た
」

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
の
学
級
通
信
や
学
校
便

り
、
充
実
の
独
自
教
材
な
ど
、
学
校
側
の
意
図

や
創
意
工
夫
が
保
護
者
側
に
浸
透
し
始
め
る
に

つ
れ
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
参
加
者
も
徐
々

に
増
え
て
い
っ
た
。

「
言
葉
の
問
題
で
子
ど
も
の
宿
題
を
サ
ポ
ー
ト

で
き
な
い
保
護
者
も
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
対

応
し
て
も
ら
え
る
な
ら
…
…
と
、
意
識
が
高
ま

っ
て
き
た
ん
で
す
ね
」

日
本
人
の
子
ど
も
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
夏

休
み
の
宿
題
に
丸
を
も
ら
う
。
同
じ
棚
に
作
品

を
並
べ
る
。
外
国
人
児
童
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
高
さ
は
、
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。

「
頭
の
上
を
言
葉
が
通
り
過
ぎ
て
、
お
客
さ
ん

の
よ
う
に
座
っ
て
い
る
だ
け
で
授
業
時
間
が
過

ぎ
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
」

入
っ
て
き
た
ば
か
り
の
子
ど
も
に
つ
い
て
、

鈴
木
先
生
は
そ
う
表
現
す
る
。

１
９
９
０
年
に
初
め
て
ブ
ラ
ジ
ル
人
児
童
が

編
入
し
、
２
年
後
に
は
17
名
に
増
加
。
そ
の

年
、
国
際
学
級
が
設
置
さ
れ
、
体
育
、
図
工
な

ど
技
能
系
の
授
業
は
通
常
学
級
で
学
び
、
国

語
・
社
会
な
ど
の
教
科
は
国
際
学
級
で
学
ぶ
と

い
う
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
た
。

少
人
数
で
、
母
語
を
交
え
て
の
授
業
と
丁
寧

な
フ
ォ
ロ
ー
体
制
。
国
際
学
級
は
子
ど
も
同
士

で
も
気
が
ね
な
く
母
語
で
話
し
合
え
る
場
所
で

も
あ
り
、
ま
た
そ
う
し
た
中
で
ス
ト
レ
ス
も
緩

和
さ
れ
、
学
習
に
対
す
る
姿
勢
も
で
き
あ
が
っ

て
い
く
。

さ
ら
に
、
今
年
か
ら
岩
西
小
勤
務
と
な
っ
た

常
駐
指
導
の
教
育
相
談
員
・
高
橋
ビ
ッ
キ
ー
先

生
の
力
も
大
き
い
。
授
業
の
補
助
は
も
ち
ろ

ん
、
言
葉
の
壁
か
ら
お
こ
る
日
本
人
の
子
ど
も

と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
お
さ
め
た
り
、
連
絡
帳
や
保

護
者
に
配
布
す
る
プ
リ
ン
ト
を
翻
訳
し
た
り
と

大
活
躍
だ
。

「
子
ど
も
が
ス
ト
レ
ス
で
混
乱
し
た
と
き
に
、
す

ぐ
に
話
を
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
で
大
半
は
落
ち

着
き
ま
す
。
混
乱
し
た
理
由
を
尋
ね
、
一
つ
ひ

と
つ
原
因
を
取
り
除
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
ね
」
と
高
橋
先
生
は
語
る
。

問
題
と
な
る
の
は
言
葉
だ
け
で
は
な
い
。
朝

礼
で
皆
が
並
ん
で
静
か
に
先
生
の
話
を
聞
く
と

い
っ
た
、
日
本
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
も
、
彼

ら
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
で
は
な
い
の
だ
。

朝
礼
、
給
食
、
掃
除
。
外
国
人
児
童
に
と
っ

て
、
日
本
の
学
校
で
の
集
団
生
活
は
、
言
葉
や

勉
強
以
前
に
戸
惑
う
こ
と
ば
か
り
。
こ
れ
に
対

処
す
る
た
め
、
岩
西
小
で
は
、
日
本
に
来
た
ば

か
り
で
何
も
分
か
ら
な
い
子
ど
も
の
た
め
に

「
プ
レ
ク
ラ
ス
」
を
設
け
て
い
る
。
１
カ
月
間
、

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
、
日
本
の
生
活
に
溶
け
込
め

る
よ
う
に
指
導
す
る
場
だ
。

一
方
、
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
努
力

も
な
さ
れ
て
い
る
。
４
月
に
は
国
際
学
級
担
当

と
通
訳
に
よ
る
外
国
人
説
明
会
が
行
わ
れ
、
６

月
に
も
地
区
別
懇
談
会
で
の
説
明
会
を
行
っ
て

い
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
は
国
際
部
を
設
置
し
、
日
本

語
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
両
方
が
話
せ
る
保
護
者

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
バ
ザ
ー
や
お
菓
子
作
り

の
教
室
を
開
く
な
ど
、
日
伯
交
流
の
席
も
設
け

ら
れ
て
い
る
。

ま
っ
さ
ら
な
、
何
も
分
か
ら
な
い
状
態
で
入

っ
て
き
た
外
国
人
児
童
が
、
保
護
者
を
含
め
て

安
心
感
を
得
、
日
本
の
学
校
生
活
に
な
じ
み
、

日
本
語
で
学
び
始
め
る
。
そ
こ
で
よ
う
や
く
、

ブ
ラ
ジ
ル
人
の
明
る
い
、
盛
り
上
げ
上
手
で
世

話
好
き
な
気
質
も
表
出
す
る
。
運
動
会
や
サ
ッ

カ
ー
部
、
児
童
集
会
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
、

日
本
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
盛
り
上
が
る
イ

ベ
ン
ト
の
み
な
ら
ず
、
普
段
の
学
級
で
も
そ
の

力
を
発
揮
。
日
本
語
の
で
き
る
ブ
ラ
ジ
ル
人
児

童
が
、
日
本
語
の
分
か
ら
な
い
子
に
先
生
の
言

葉
を
通
訳
す
る
と
い
っ
た
場
面
も
見
ら
れ
る
と

い
う
。

本
年
度
は
、
自
治
体
職
員
の
協
力
事
業
と
し

て
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
エ
リ
先
生
こ
と
エ
リ
エ
ー

ネ
先
生
が
研
修
に
訪
れ
て
い
る
。
６
月
か
ら
11

月
ま
で
の
６
カ
月
間
、
日
本
語
を
イ
チ
か
ら
勉

強
し
つ
つ
日
々
奮
闘
中
だ
。
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

で
も
、
エ
リ
先
生
は
日
伯
の
架
け
橋
と
し
て
指

導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

帰
国
後
は
パ
ラ
ナ
州
の
教
育
現
場
に
戻
り
、

日
本
で
の
経
験
を
生
か
し
た
い
と
言
う
エ
リ
先

生
に
、
お
話
を
伺
っ
た
。

―
岩
西
小
の
印
象
は
。

「
言
葉
が
通
じ
な
い
の
に
、
日
本
の
先
生
方
が

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
研
修
に

エ
リ
先
生
奮
闘
中

ブ
ラ
ジ
ル
人
に
一
所
懸
命
指
導
し
て
い
る
姿
に

感
動
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
日
本
語
の
分
か
ら

な
い
保
護
者
が
、
自
分
の
子
ど
も
の
勉
強
を
見

て
あ
げ
ら
れ
な
い
こ
と
は
残
念
で
す
ね
」

―
子
ど
も
た
ち
の
印
象
は
。

「
み
ん
な
優
し
く
、
あ
た
た
か
く
迎
え
て
く
れ

て
い
ま
す
。
日
本
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
学
校

外
で
も
必
ず
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
ね
」

―
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
の
学
校
の
違
い
は
。

「
教
科
の
指
導
は
同
じ
で
す
が
、
日
本
は
生
活

指
導
が
立
派
で
す
。
一
人
で
登
校
し
、
靴
を
そ

ろ
え
、
片
付
け
、
荷
物
を
整
理
し
、
教
室
に
入

る
前
に
礼
を
す
る
。
素
晴
ら
し
い
で
す
。
ブ
ラ

ジ
ル
で
は
自
ら
掃
除
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
日
本
で
は
自
分
の
手
で
掃
除
を
す
る
こ

と
で
、
汚
し
て
は
い
け
な
い
、
き
れ
い
に
使
お

う
と
い
う
意
識
も
は
ぐ
く
む
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
学

校
で
教
え
な
い
、
音
楽
や
体
育
の
時
間
が
あ
る

の
も
良
い
と
思
い
ま
す
」

―
日
本
で
困
難
に
思
う
こ
と
は
。

「
漢
字
で
す
。
ひ
ら
が
な
や
カ
タ
カ
ナ
も
あ
り
、

そ
れ
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
の
は
大
変
で
す

ね
。
で
も
、
日
本
語
は
と
て
も
面
白
い
の
で
、

ブ
ラ
ジ
ル
へ
帰
っ
て
も
勉
強
を
続
け
ま
す
」

「
多
文
化
共
生
の
時
代
で
す
か
ら
、
外
国
人
児

童
が
増
え
る
と
い
う
流
れ
は
、
ど
こ
の
地
域
で

も
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
良
い
と

こ
ろ
を
取
り
入
れ
て
、
共
に
生
活
し
て
い
く
中

で
こ
そ
、
相
互
理
解
も
深
ま
り
ま
す
」

そ
う
話
す
の
は
寺
部
校
長
。
岩
西
小
に
赴
任

し
た
当
時
は
、
文
化
的
違
い
に
戸
惑
っ
た
と
言

う
。
だ
が
、
受
け
入
れ
、
育
て
る
基
本
に
、
日

本
人
児
童
と
の
差
異
は
な
い
。

今
後
は
通
訳
の
で
き
る
教
育
相
談
員
の
増
員

や
、
国
際
担
当
教
員
の
育
成
な
ど
も
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
寺
部
校
長
は
語
る
。

豊
橋
市
に
は
、
市
内
の
高
校
を
卒
業
し
、
教
育

相
談
員
に
な
っ
て
通
訳
の
仕
事
を
し
て
い
る
ブ

ラ
ジ
ル
人
も
い
る
。
こ
の
よ
う
な
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
・
バ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
人
材
が
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
に
ま
す
ま
す
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

外
国
人
児
童
に
は
、
そ
う
し
た
将
来
の
可
能

性
が
あ
る
一
方
、
高
校
を
受
験
で
き
る
レ
ベ
ル

の
日
本
語
力
を
取
得
す
る
に
は
、
か
な
り
の
努

力
が
必
要
と
な
る
の
も
ま
た
現
実
だ
。

「
中
学
校
に
入
っ
て
か
ら
高
校
進
学
の
現
実
を

知
る
の
で
は
遅
い
の
で
す
。
小
学
校
の
う
ち
か

ら
準
備
し
て
お
か
な
い
と
」

岩
西
小
で
の
学
校
生
活
が
未

来
へ
の
道
し
る
べ
と
な
る
よ

う
、
寺
部
校
長
を
は
じ
め
先
生

方
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ

し
て
保
護
者
が
一
団
と
な
っ
て

強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を

整
え
て
い
る
。
そ
れ
は
日
本

人
・
外
国
人
と
隔
て
る
こ
と
の

な
い
学
び
に
つ
な
が
り
、
ひ
い

て
は
真
の
国
際
化
へ
の
一
歩
と

な
る
の
だ
。

多い年には年間100件を超える転
出入の数。母国へ帰る子、近隣の
ブラジル人学校へ移る子、再び戻
る子……等々。在校期間も時期
も、事情もバラバラ。計画的にじ
っくり腰を据えての指導は難しく、
一人ひとりの能力や事情に合わせ
た対応力が求められる。経験豊か
な国際学級教諭、ブラジルの事情
にも明るい教育相談員、そして今
まで培ってきた教材があってこそ、
この体制を可能にしている。

ポスターを描きながら、日本語と日本の習慣も理解する。

教室内の掲示。ca．qui．cu……
と、ローマ字ではなくポルトガル語
が添えられている。

外国人説明会の配付資
料。学用品の説明は絵
入り、連絡帳に書くため
の日本語の例文もある
など、外国人保護者へ
の配慮にあふれている。

国際資料教室「アミーゴプラザ」に置か
れている教材。初歩的な学校でのマナー
を日伯両方の言葉で解説したプリント、
一枚一枚ラミネートされたカード。ほと
んどが手作りだ。そのノウハウは、豊橋
市でも外国人児童生徒教育研究部を通じ
で、他の学校でも生かされている。

〝
プ
レ
ク
ラ
ス
〞で

日
本
の
学
校
生
活
を
学
ぶ

学
習
に
対
す
る

〝
姿
勢
〞を
身
に
付
け
る

日
本
人
・
外
国
人
を
隔
て
ず

真
の
国
際
化
へ


